
１ 

 
 

 

会
津
若
松
市
大
戸
町 

 
 
 

上
三
寄
ラ
ー
メ
ン
街 

  

会
津
で
は
、
喜
多
方
の
他
に
、

西
会
津
の
味
噌
ラ
ー
メ
ン
、
会

津
若
松
市
大
戸
町
の
上
三
寄

ラ
ー
メ
ン
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

上
三
寄
周
辺
に
は
ラ
ー
メ
ン

店
が
5
軒
あ
り
ま
す
。
芦
ノ
牧

温
泉
駅
前
に
あ
る
の
が
「
牛
乳

屋
食
堂
」
で
牛
乳
販
売
を
し
て

い
た
た
め
「
牛
乳
屋
」
と
い
い

ま
す
。
そ
し
て
「
う
え
ん
で
」

は
、
旧
字
上
ノ
台
が
土
元
の
な

ま
り
が
変
化
し
て
つ
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。
「
ば
ん
げ
や
」
は

会
津
の
方
言
で
「
夕
方(

晩)

」

を
表
し
、
夕
方
し
か
営
業
し
な

か
っ
た
（
現
在
は
昼
営
業
）
た

め
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

  

江
戸
時
代
前
期
、
寛
文
四
年( 

一
六
六
五)

、
水
戸
藩
の

水
戸
光
圀
公
が
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
「中
華
麺
」を
食

べ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
前
期
の
儒
学
者
、
中
国
浙
江

省
の
朱 

舜
水
（し
ゅ
し
ゅ
ん
す
い
）は
、
明
王
朝
の
復
興
を

は
か
ろ
う
と
四
度
来
日
し
ま
し
た
が
、
成
就
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
し
て
、
万
治
二
年
（一
六
五
九
）長
崎
に
亡
命
し
、

日
本
へ帰
化
し
ま
す
。
寛
文
五
年
（一
六
六
五
）に
は
、
徳

川
光
圀
に
招
か
れ
水
戸
に
来
て
、
水
戸
学
成
立
や
「大
日

本
史
」の
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
天
和

二
年(

一
六
八
二)
八
十
三
歳
で
亡
く
な
り
、
常
陸
太
田
市

に
あ
る
水
戸
藩
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
朱
舜

水
は
、
光
圀
公
の
接
待
に
対
し
、
自
国
の
「汁
そ
ば
」を
作
っ

て
振
舞
ま
っ
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
こ

の
「汁
そ
ば
」（中
華
麺
）は
一
般
庶
民
に
広
ま
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。 
 

 

明
治
中
期
に
な
る
と
、
横
浜
南
京
街(

中
華
街)

で
、

「南
京
そ
ば
」の
屋
台
が
登
場
し
ま
す
。
そ
の
前
後
に
、
相

次
い
で
現
在
の
よ
う
な
中
華
料
理
店
が
続
々
と
開
店
し
、

全
国
に
広
ま
り
ま
す
。
素
麺
の
よ
う
な
細
い
長
い
麺
で
す
。 

 
 

明
治
十
六
年(

一
八
八
四)

に
は
、 

北
海
道
函
館
市
の

「養
和
軒
」で
、
「南
京
そ
ば
」と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
登
場
し
、
函

館
新
聞
に
メ
ニ
ュ
ー
の
広
告
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

記
事
は
、
日
本
最
初
の
ラ
ー
メ
ン
の
広
告
の
よ
う
で
す
。
た

だ
し
、
「南
京
そ
ば
」が
、
現
在
の
ラ
ー
メ
ン
と
同
じ
か
ど
う

か
は
、
不
明
で
す
。  

 
 

 

会
津
ラ
ー
メ
ン
と
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン 

石
田
明
夫 

        函館「五稜郭」 
  

ラ
ー
メ
ン
の
歴
史 

 茨城県常陸太田市にある水戸藩墓
地「瑞龍山」に明朝様式の朱舜水墓
があります。 



始
ま
り
は
「
三
角
屋
食
堂
」
東
北
最
古
の
店 

  

会
津
若
松
市
米
代
一
丁
目
の
「三
角
屋
食
堂
」が
最
初
で

す
。
食
堂
の
主
人
西
田
さ
ん
が
、
明
治
時
代
末
に
、
横
浜
へ

出
稼
ぎ
に
行
き
、
そ
こ
で
屋
台
の
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
会
津
に
戻
り
、
食
堂
を
始
め
た
の
が
大
正
元
年
で

す
。
そ
れ
は
、
仙
台
よ
り
早
か
っ
た
の
で
す
。
当
時
の
麺
は
、

横
浜
と
同
じ
で
、
細
く
て
縮
れ
て
い
な
い
も
の
で
し
た
。

チ
ャ
ー
シ
ャ
ー
に
豚
の
肉
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、
会
津
で

は
、
肉
を
食
べ
る
風
習
が
一
般
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
初
め
は
好
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
味

が
、
少
し
ず
つ
評
判
と
な
り
、
店
で
修
行
す
る
も
者
も
い
て
、

会
津
全
域
に
広
ま
っ
た
の
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
は
、

食
糧
難
で
し
た
が
、
配
給
所
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
ラ
ー

メ
ン
は
辛
う
じ
て
作
る
こ
と
で
き
ま
し
た
。 

 

三
角
屋
は
、
夏
に
な
る
と
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
か
け
た
「冷
や

し
中
華
」や
、
冷
た
い
ラ
ー
メ
ン
も
開
発
し
て
い
ま
す
。 

 

会
津
ラ
ー
メ
ン
の
特
徴 

 
 

  

会
津
で
は
、
味
噌
ラ
ー

メ
ン
と
言
え
ば
、
ス
ー
プ

が
味
噌
味
の
シ
ン
プ
ル
な

も
の
と
、
い
わ
ゆ
る
味
噌

タ
ン
メ
ン
を
指
す
も
の
が

あ
り
ま
す
。
会
津
の
味
噌

ラ
ー
メ
ン
は
、
味
噌
タ
ン

メ
ン
と
思
っ
た
方
が
良
く
、

野
菜
、
も
や
し
、
肉
を
ふ

ん
だ
ん
に
入
れ
た
も
の
が

多
い
よ
う
で
す
。 

 

な
お
、
タ
ン
メ
ン
は
「塩

味
」を
指
す
も
の
で
あ
り
、

本
来
、
味
噌
味
は
無
か
っ

た
も
の
が
い
つ
の
間
に
か

広
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

ラ
ー
メ
ン
の
お
い
し
い
店

は
、
会
津
若
松
市
と
喜

多
方
市
の
市
街
地
に
広

く
点
在
し
て
い
ま
す
。 

 

他
に
お
い
し
い
店
が
集

中
し
て
い
る
場
所
は
、
会

津
若
松
市
大
戸
町
上
三

寄
、
西
会
津
町
が
あ
り

ま
す
。 

 
 

東
北
最
古
の
会
津
ラ
ー
メ
ン 

２ 

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
の
始
ま
り 

 

博
多
、
札
幌
と
並
ぶ
日
本
三
大
ラ
ー
メ
ン
の
地
。
「平
打

ち
熟
成
多
加
水
麺
」と
い
う
太
く
て
縮
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。

喜
多
方
は
、
会
津
若
松
の
北
の
方
に
あ
る
こ
と
に
由
来
。

明
治
三
十
七
年
に
岩
越
鉄
道
が
喜
多
方
ま
で
開
通
し
た

記
念
に
、
縁
起
を
担
ぎ
「喜
多
方
」と
駅
名
に
変
え
た
も
の
。 

 

ラ
ー
メ
ン
発
祥
の
地
は
源
来
軒
で
す
。
中
国
浙
江
省
生

ま
れ
の
蕃
欽
星(

ば
ん 

き
ん
せ
い)

氏
は
、
十
九
歳
で
大
正

時
代
末
の
大
正
十
二
年
（一
九
二
三
）に
来
日
し
ま
し
た
。

そ
の
年
、
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
横
浜
か
ら
多
く
の
中

華
職
人
が
全
国
に
拡
散
し
た
の
で
す
。
喜
多
方
に
は
、
中

国
な
ど
か
ら
多
く
来
て
い
た
外
国
人
労
働
者
の
中
に
叔
父

が
い
て
、
加
納
鉱
山
を
訪
ね
て
来
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
中

国
の
ラ
ー
メ
ン
を
屋
台
で
歩
き
回
っ
て
出
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
大
正
十
三
年
に
店
舗
を
現
在
地
に
構
え
ま
す
。 

 

当
初
、
横
浜
と
同
じ
細
く
て
長
い
麺
で
し
た
。
そ
れ
を
平

打
ち
で
細
麺
だ
っ
た
も
の
が
、
切
れ
な
い
こ
と
が
評
判
と
な

り
、
時
間
を
置
く
と
味
が
し
み
込
み
、
さ
ら
に
お
い
し
い
こ

と
も
分
か
り
、
な
お
さ
ら
麺
を
太
く
し
た
の
で
す
。
そ
し
て

縮
れ
麺
に
し
た
と
こ
ろ
、
も
っ
と
お
い
し
く
な
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
が
喜
多
方
に
広
が
っ
た
も
の
で
す
。
縮
れ
た
太
麺
の
誕

生
と
な
り
ま
し
た
。 

 

昭
和
二
十
五
年(

一
九
五
〇)

に
は
、
喜
多
方
市
に
「ま
こ

と
食
堂
」が
開
業
し
ま
す
。
当
初
は
、
入
口
に
あ
る
六
畳
ほ

ど
の
広
さ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
朝
七
時
か
ら
店
は

開
け
ら
れ
、
朝
か
ら
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
る
風
習
が
定
着
し
た

の
で
す
。
夕
方
は
三
時
頃
に
は
閉
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
「朝

ラ
ー
」と
呼
ば
れ
る
の
は
、
加
納
鉱
山
や
昭
和
電
工
が
三

交
代
で
操
業
し
、
朝
食
事
を
す
る
人
が
多
か
っ
た
た
め
で

す
。 

 

喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
が
広
ま
っ
た
の
は
、
東
京
の
写
真
家
が

蔵
の
写
真
展
を
銀
座
で
開
催
し
、
そ
の
写
真
見
た
人
が
喜

多
方
に
来
て
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
、
口
こ
み
で
広
ま
っ
た
の
で

す
。
店
舗
数
は
約
一
二
〇
店
舗
あ
り
、
人
口
の
割
に
ラ
ー

メ
ン
店
の
密
度
は
日
本
一
で
す
。 



  
 

白
河
ラ
ー
メ
ン
の
特
徴
と
ち
が
い 

  

白
河
ラ
ー
メ
ン
は
、
大
正
十
年(

一
九
二
一)

に
開
業
し
た

白
河
市
本
町(

も
と
ま
ち)

の
亀
源(

か
め
げ
ん)

が
最
初
で

す
。
今
は
、
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。
横
浜
で
修
業
を
し
、
白
河

に
伝
え
た
も
の
で
、
手
打
ち
の
平
打
ち
麺
で
し
た
。
そ
れ
は
、

会
津
の
麺
に
影
響
を
受
け
た
も
の
で
す
。 

 

大
正
時
代
に
は
、
本
町
に
は
映
画
館
が
あ
り
、
白
河
の
繁

華
街
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
映
画
帰
り
に
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ

る
人
が
多
く
、
評
判
と
な
っ
た
の
で
す
。 

 

白
河
ラ
ー
メ
ン
の
特
徴
は
、
醤
油
味
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も

の
で
、
そ
の
代
表
が
「虎
食
堂
」で
す
。
市
内
に
は
約
百
店

舗
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
「英
・は
な
ぶ
さ
」が
お
い
し
い
と
思
う
。 

 
 

 
 

 

 
新
井
田
一
族
と
は 

  

新
井
田
氏
は
、
葦
名
氏

の
家
来
、
喜
多
方
市
塩

川
町
の
源
太
屋
敷
に
い
て
、

塩
川
町
周
辺
を
支
配
し

て
い
た
四
天
宿
老
の
「平

田
氏
」の
家
来
で
、
源
太

屋
敷
の
南
側
、
塩
川
町

新
井
田
に
住
ん
で
い
ま
し

た
。
平
田
氏
は
、
北
会
津

町
の
麻
生
や
柳
津
町
の

麻
生
も
支
配
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
家
来
の
新
井
田

氏
が
麻
生
を
実
質
的
に

支
配
し
て
い
ま
し
た
。 

 

柳
津
の
麻
生
に
は
、
山

城
の
「麻
生
城
」が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

喜
多
方
市
塩
川
町
新

井
田
に
は
、
そ
の
館
跡
に

上
杉
景
勝
時
代
に
は
「新

明
氏
」が
入
り
ま
す
。 

「幸
楽
苑
」の
始
ま
り 

３ 

 

ラ
ー
メ
ン
の
大
手
「幸
楽
苑
」は
、
昭
和
二
十
九
年(

一
九

五
四)

に
先
代
の
新
井
田
司
氏
が
、
会
津
若
松
市
の
神
明

通
り
に
「味
よ
し
食
堂
」を
開
店
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

そ
の
食
堂
は
、
後
に
「あ
い
づ
っ
ぽ
」と
な
り
ま
し
た
が
、
現

在
、
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
当
初
、
会
津
若
松
市
役
所
へ、
配
達
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
丼
ぶ
り
容
器
の
回
収
が
面
倒
な
こ
と
か
ら
、
発
砲
ス
チ

ロ
ー
ル
の
容
器
で
配
達
を
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

新
井
田
氏
は
会
津
の
友
人
を
大
切
に
し
、
容
器
や
食
材
は
、

会
津
の
業
者
に
多
く
発
注
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

「株
式
会
社
幸
楽
苑
」代
表
取
締
役
社
長
の
新
井
田
傳

（に
い
だ
つ
た
え
）氏
は
、
昭
和
十
九
年(

一
九
四
四)

五
月

生
れ
で
す
。
父
は
、
北
会
津
出
身
の
新
井
田
司
で
、
兄
が
三

人
、
姉
が
四
人
の
八
人
兄
弟
の
末
っ
子
で
し
た
。
長
男
は
、

は
小
学
三
年
生
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

昭
和
二
十
九
年
（一
九
五
四
）電
力
会
社
を
定
年
退
職

し
た
父
司
氏
が
「味
よ
し
食
堂
」開
業
。
十
八
歳
の
時
に
、

食
堂
を
継
ぎ
、
「福
島
一
の
飲
食
店
を
創
ろ
う
」と
決
意
。

修
業
の
た
め
上
京
し
、
修
行
先
の
「幸
楽
飯
店
」
か
ら
「幸

楽
」の
二
文
字
を
も
ら
い
、
後
に
「幸
楽
苑
」
と
な
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
す
。
店
は
、
当
初
六
坪
で
、
従
業
員
は
三
人
。 

当
時
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
う
ど
ん(

二
十
円)

、
天
ぷ
ら
う
ど
ん

(

二
十
五
円)

、
ら
ー
め
ん(

三
十
五
円)

で
し
た
。 

昭
和
四
十
一
年
（一
九
六
六
）会
津
若
松
市
城
前
に
「
華 

 

宮
飯
店
」を
開
店
。
「城
前
店
」  

昭
和
四
十
二
年
（一
九
六
七
）「味
よ
し
食
堂
」を
「幸
楽 

 

苑
」に
改
称
。  

昭
和
四
十
三
年
（一
九
六
八
）「八
番
街
店
」を
開
店 

昭
和
四
十
四
年
（一
九
六
九)

「大
町
店
」開
店  

 

現
在
五
二
〇
店
舗
以
上
と
な
り
、
年
商
は
七
千
億
円
以

上
で
す
。 


